
 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

と き ： 平成２５年５月１８日（土） １３時３０分 ～１５時００分 

と こ ろ ： 伊勢リサイクルプラザ 

講  演 ： ごみ処理の現状と課題  ・ 清掃工場見学 

講  師 ： 伊勢広域環境組合  職員 ： 櫻田 ・ 伊藤 

参 加 費 ： 無料         申し込み ： 不要 

問い合わせ ： ０５９６-３８-２８００  伊勢リサイクルプラザ 
 
 平成８年より使い始めた現在の焼却炉は、５年間に機械の取り替え工事費約４３億円かけま

した。更に、毎年約６億 5 千万円以上処理費用がかかっています。焼却炉は２４時間フル回転！ 

土曜・日曜・祝日（正月だけ休み）も燃やし続けて、やっと収集したごみが片付くのです。 

ここ数年ゴミが増え続けています。焼却炉の痛みも激しく、費用もたくさんかかります。 

この大きな課題を考えるために、ごみ処理の現状を見て、聞いて、語りあいましょう。 

伊勢リサイクルプラザは 平成１８年「もったいない宣言」をしました！！ 

 ノーベル平和賞を受賞した、ワンガリー・マータイさん（ケニア環境副大臣）が、2005 年初来日した時の言葉です。 

 “日本には３R を一言で言い表す「もったいない」と言う素晴らしい言葉があります。 

世界中の人々誰もが対象で、地球を破壊に追い込む深刻な問題を減らすために、資源の無駄遣いをなくし、使

えるものは再利用し、それのできない物はリサイクルするしかありません。 

「もったいない精神」は、健康的で美しい地球を次世代へつなげるために不可欠です。この言葉は、３R 精神を

心の奥深くで精神的に支えてくれるから、国際語にしようと運動を始められ、誰もが知るようになりました。 
 

「燃やすごみに、もったいない物を入れていませんか？！ 

     粗大ごみに、もったいない物を出していませんか？！」 

 

今、私たちは、日々の生活がこれでいいのかを見直し、みんなで一緒に「もったいない！」運動を 

引き続き提唱し、実行しようではありませんか。 

 

リサちゃん通信 3２号 
伊勢リサイクルプラザ 

伊勢市西豊浜町６５３番地 
TEL/FAX 0596-38-2800 
http://www.iserisaikuru.jp 
Email:eco@iserisaikuru.jp 
平成２５年４月１８日発行 

「どうなってんの？ 私たちの出すゴミ！」 

 
リサちゃんの 

ぎゅー っと ひと絞り 生ごみ 

ウン万円 

参加者に お好きな 

リユース衣料品 一人

一品 プレゼント！！ 

 

 生ごみを出すときは 

 ぎゅーと しぼってね！ 

http://www.iserisaikuru.jp/


 

 

 

  

 

 

  

  

  

  

  

 

 

 

 
 

 
   

講座名 4 月 5 月 6 月 

和服の 

リフォーム教室 
広報４月号で平成２５年度の受講者を募集しています 

手芸小物教室 
１３日(土) 

２８日(日) 

１１日(土) 

２６日(日) 

８日（土） 

２３日(日) 

布 草 履 作 り  １２日(日)  

古布で小物作り ２０日(土) １８日(土)  

EM ぼかし作 り ２７日(土) ２５日(土) ２２日(土) 

コサ－ジュ作り 2１日(日)   

牛乳ﾊﾟｯｸで椅子作り  １９日（日）  

廃食油でｷｬﾝﾄﾞﾙ   30 日(日) 

お申し込みは 

０５９６-３８-２８００ 

平成２５年度「もったいない教室」の予定表 

上記の教室は、いせトピアの「まなびのパスポート」の対象になります。 

伊勢文化協会小俣支部のカルチャー教室

へ通う方で、和室で正座ができない方たち

に、使用済み牛乳パックのリサイクル椅子を

作ってほしいとの要請があり、リサイクルプ

ラザの運営委員でもある小俣町消費生活

学級で活躍の皆さんが、それにお応えしよ

うと１５ｹの椅子を作りました。 

一個の椅子を作るには、使用済牛乳パック

を４８枚使います。使用済み牛乳 

パックがたくさん必要です。 

伊勢リサイクルプラザへお越し 

の時に、持ってきてくださ～い！！ 

 

 

ちょっと待て！ 捨てる前にもう一度！ 

 

 

 

 

「どうしたらゴミを減らすことが出来るか？」 

ワークショップは、この問いかけでスタート。 

環境学習情報センターからお迎えした木村講師の巧み

な誘導で、3０名余の参加者が６つのテーブルを囲み、ご

み減量への想いを“言いたい放談、聞きたい放談”。 

小さな紙切れに書きたい放題！テーブルに広げられ

た模造紙上で紙片は整理され、参加者全員が各テーブル

を回り、他の人の思いを自分も取り入れることのできた

有意義な学習会でした。 

ちょっと待て！捨てる前にもう一度！ 

①  修理出来ないか 

②  無駄にしてないか 

③  少しでも長く使う 

物の命を違う命につない 

でとことん利用(リサイ 

クル)命を大切に・・・ 

これぞ“もったいない精神” でーす。 

 

 

 

使用済み牛乳パックで椅子作り 


